











































































明治政府により、明治初年の太政官布告、いわゆる「神仏分離令」 （ 「神仏判然令」 ）と神道国教化政策によって、
































































明治維新の新政府による神仏分離令、廃仏毀釈の宗教政策は、全国の仏教寺院にとりまして、未曾有の混乱をもたらしました。總持寺も決して例外ではなく 存亡 危機さえ迎え こ になります 明治元年六月、
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リ、再建 前途易々タルノミ宗門ノ発展ハ繁萃熱閙 地ニアラサレハ不可ナリ開祖ノ霊跡モ伽藍ノ荘厳ヲ作ルタメ ハ棄ルヲ惜マス
移転ノ理由ハ如上ノ言ニ過キス、コノ単純ナル理由ノ下ニ東洋仏教中ニ覇タル所ノ一宗本山ヲ動カシ、














     
⑦明治三十九年二月二十六日、総持寺移転再建敷地献納願
































いうことが第一に挙げられており、そのために首都であり交通便利な東京近郊に移転すべきことが記されている。また、 「宗門の発展」 、 「興隆を意図する」 、 「時勢」という言葉も見出される。
本稿の後半で取り上げる「移転理由書」もほぼ同類の記述である。 「移転願」における移転理由には「土地僻陬」 「交
























































いまわれらがごときの辺地遠方の披毛戴角までも、あくまで正法をきくことえたり。いまは田夫・農父・野老・村童までも見聞する、しかしながら祖師航海 行持にすくはるる り。西天と中華と、土風、 るかに勝劣せり、方俗、はるかに邪正あり。
　　　　　　　　　　
  　











                               　　　







































   　











































































































































































































災に遭い、御移転がなされるのであるが、 「能本山分離独立運動」の混乱期である明治二十五年における大本山總持寺の監院は石川素童禅師であった。そして、監院として 推進派として手腕を振るった。・五月二十八日、總持寺の石川素童監院は、同寺末寺院に対し、分離独立の事業を翼賛すべき旨を念達して り、　
總持寺側の決意の固さが示されました。





この点からすれば、個人的推測であるが、永平寺に対するライバル意識というのがあったと考えられる。永平寺と同じ日本海側に居ら なかったのかもしれない。少なくとも、明治二十八年の両大本山協和大法会から、明治三十一年の大火災まで三年しか離れていないのであり 協和が されたとはいえ 両本山の激しい対立は忘れ去 れてはいなかったと思われる。日本海側から離れ、大本山永平 から距離を保てば、未来の争いは囬避 ると考えたかもしれない。
次に、 御移転に関してもう一つ考えられる理由が、 天皇の存在である。明治という新しい時代に変わり、 「尊王攘夷」
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の思想のもと、 天皇を中心とする考えが強まった。そうした中で、 江戸が東京とされ、 明治政府はそこに都を置いた。天皇も東京に移る いわゆる、 「東京奠都」 が行われた。 このような時代に、 天皇のお側近くに移転するという発想があったのではなかろうか。石川素童禅師は次のように記している。

















































) 納冨常天「明治維新」 （ 『御移転百周年記念出版大本山總持寺の成立と発展―新たな百年に向けて―』二〇一二年、 鶴見大学、 一〇頁）
( ７
) 納冨常天「總持寺の今昔―鶴見御移転前後を中心に―」 （ 『郷土つるみ』二〇〇七年三月、六二巻、一六頁）
( ８
) 納冨常天 「２世・峨山禅師」 （ 『御移転百周年記念出版大本山總持寺の成立と発展―新たな百年に向けて―』 二〇一二年、 鶴見大学、 八頁）
( ９



















































































31) 中村元「瑩山禅師の思想 的位置づけ―随想―」 （ 『瑩山禅師研究 一九七四年、瑩山禅師奉讃賛刊行会、三七頁）
(












35) 納冨常天「總持寺の今昔―鶴見御移転前後を中心に―」 （ 『郷土つるみ』二〇〇七年三月、六二巻、二頁）
(





















































































































凡ソ世間ノ事歴史ヲ尚ヒ𦾔慣來由ヲ重ンスルコトノ大功ナルハ論ヲ竢タス殊ニ宗教上ノ事ニ至リテハ庻般概ネ信仰上ニ關スルモノナレハ大低ノ不便不自 忍ヒテモ其𦾔慣來由ヲ改ムルコトヲ欲セサルハ自他ノ齊ク認メテ疑ハサル所ニ有之候依テ當總持寺ノ如キ苟クモ一宗 大本山トシテ殊ニ其門脈ノ廣キ 諸宗派中 上部ニ位スル者ニ在リテハ其人心ノ離合向背ニ關スルコトモ随テ大ナルモノニ候得者今其移轉ノ事 如 容易ニ企圖シ決行スヘキニアラサルハ勿論ノ儀ニ有之候殊ニ從來ノ地ニ再建スルコトハ事業ノ順當ヲ得タルカ上諸事比較上容易 シテ格別 造作モナキコトニ候得者若シ移轉ノ難事ヲ顧慮シテ其實行 危フムカ又ハ從來ノ地 再建シテ當本山百世ノ遺算ナキコトヲ明カニスルニ於テハ何ヲ苦ンテカ好ンテ此比較上難事タルヘキ移轉再建ノ事ヲ企テ㡬分ニ モ𦾔慣來由ヲ軽視スルノ非難ヲ招ク者可有之候哉然ルニ斯ク𦾔慣來由 重ンスヘキコト モ熟了シ移轉事業ノ比較上難事タ ヘキコトヲモ豫メ熟了スル モ拘ラス萬
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難ヲ排シテ此移轉ノ事ヲ断行セサルヲ得サルモノハ本願書ニモ略述致置候如ク石川縣鳳至郡櫛比村ナル從來ノ境地ハ其門末全國ニ瀰蔓セル一宗大本山ノ位置トシテ土地餘リニ僻陬 失シ交通随テ宜シカラス為メニ末派僧侶及ヒ檀徒信徒ノ登山参拜ニ不辨不利ナルコト最大唯一ノ理由ナリト存候尤モ移轉ヲ要スルノ理由ハ其他ニモ數多有之候得共當本山ニシテ交通 便利ナルヘキ土地ニ移轉シ得ハ其他ノ理由ハ自ラ消滅スルモノニ有之候依テ今全國一宗ノ意嚮ヲ察スル 當本山ノ移轉ヲ希望ス コトハ宗門上下一般ノ輿論トモ稱スヘキモノニシテ從來ノ地ニ再建スルカ如キハ當本山百世ノ遺算タルコトハ且ク措キ目下其實際ニ於テモ頗ル困難ノ次第 有之候然ルニ或ハ一部少数者ハ唯歴史ノ尚フヘク靈地ノ重ンスヘキ 籍口シ宗門大多数ノ意志ト便益トニ反抗シテ唯自分等ノミ開祖國師ノ本意ヲ奉シ本山ノ靈地ヲ重ン コトニ忠ナルモノヽ如ク吹聴シ移轉 勢ヲ阻害センコ ヲ試ミ居候得共本山 靈地 重ンスヘク開祖國師ノ 意如何ト云フカ如キハ宗内何人ト雖モ彼等ノ指数ヲ待テ始メテ知ル者ニ無 宗門ノ大多数ハ眞ニ本山ノ靈地ヲ重ンシ開祖國師 本意ニ報答スルノ意志彼等ニ㡬倍スルノ深キ ノアレハコソ𦾔來ノ靈地ハ永代別ニ尊嚴 保持スルノ道ヲ立テ宜シク時勢ニ順應シテ教化 發展ヲ期ス モノニ有之候然ルニ當本山ノ移轉ニ反對スル或ル一部ノ少数者ハ其反對ノ辞柄トシテ唯𦾔來 靈地ヲ離 ヽコトハ 教上ノ信仰ヲ減殺シ随テ宗門 衰微スル所以ナリ 弁断シ宗門大多数者ノ唱道ス 僻陬交通不便ノ理由ヲ論難シ能州 土地僻陬ニシテ交通不辨ナルコトハ今ニ始マ タル アラ 土地ノ僻陬ハ本山開闢以來 事ナリ然 ト 近來 道路 漸次ニ開通シ汽車汽船ノ便モアレハ決シテ交通不便ニアラス且從前土地僻陬交通不便 地ニ在リタ 時ニ於テスラ隆盛ヲ極メタル本山カ今ニ及ヒ他 繁華ノ ニ移轉セサレハ興隆ヲ圖ル能ハストハ其教化力 無能 自白スルモ ニシテ偶マ本山ノ自滅ヲ意味ス 外 ラス 申觸シ居候斯ノ如キハ往時當本山ノ隆盛ナリシ所以 道ヲ知ラス當 山ノ盛衰興廢ニ何等 關係ヲモ有セサル者カ又 唯當本山ヲ土地 一名物ノ如ク思ヒ 之カ他ニ移轉スルコトヲ無意識 看過セハ土地人士ニ對シテ 何 ナク相濟マサ カ如
曹洞宗大本山總持寺所蔵「理由書」と御移転の背景
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キ感想ヨリ移轉ノ理由ヲ攻撃シテ之カ反對ヲ試ムル者カ左ナクハ極メテ卑賤ナル自家目前ノ小利害ノ為メニ當本山百世ノ長計モ全國宗門一般ノ趨勢ヲモ辨ヘサル者ノ愚論ニ過キサルモノニシ 斯カル者等ノ反對ニ依リ㡬分ニテモ山移轉 實行ヲ阻害セラルヽカ如キコトアルハ頗ル迷惑ノ次第ニ存候尤モ能州ナル本山ノ境地ノ土地僻陬交通不便ナルコトハ今ニ始マリタルニアラサルハ勿論ノ事ニ候得共往時 交通不便ハ唯リ ノミニアラス今日ヨリ之ヲ觀レハ全國皆交通不便 シテ現今ハ一夜就眠ノ時間ヲ以テ裕ニ東西両京ノ間ニ旅行シ得ラルヽモ往昔ハ五十三亭猶十有餘日ヲ費スニアラサレハ到達シ能ハサル 實况ナリトス然 ニ今能州本山 地ノ如キ單ニ金澤以北ノミニ就テ之ヲ云フモ僅々三十里 滿タ ル 道程汽車ニ倚リ汽船ニ倚 タル上更 嶮峻ナル五里ノ山路ヲ辛クシテ腕車 倚ルカ然ラサレハ窮屈ナル山籠ニ倚ルカ左ナクハ雨雪泥濘ノ中ト雖モ猶着鞋歩行ノ労ヲ取ラサルヘカラス而カモ七尾穴水
（１）
間ニ於ケル







ノ山路ト云ヒ冨來釼地間ノ大福寺峠ト云ヒ歩行ハ素ヨ 縦ヒ腕車山籠ノ便ニ倚 ト雖モ冬期風雪ノ日ノ如キハ到底旅行ニ堪フヘキニアラス今能州人志ノ如キハ幼時ヨ 此交通 不便 慣レ此土地ノ僻陬ニ慣レ且其不便不利ヲ忍ハサレハ近郷隣村ノ交際用辨モ為シ得サレハ ソ格別 モ ハサレトモ時間ト労苦トヲ惜ミテ百里二百里 道程ト雖モ履痕猶泥土ニ印スルヲ厭フヲ一般ノ人情トセ 今日ノ他國人士ヲシテ如何ニ信仰上ノコトヽハ云へ其宗門 本山カ斯カ不便不利ノ地 アレ コソ斯ク其時間ト労苦ト旅用 ヲ費サヽレ 登山参拜スル能ハ 感セシメハ餘程信仰心 深キ者ト雖モ先ツ其登山ヲ見合スコトハ免レ難キ次第ニ有之候殊ニ其時間ノ上ニ就テ云フモ金澤本山間ノ 復ニハ内浦
（５）















































　　 　 　 　
總持寺瑩山判


















































二百八十二人俗人百七十六人合計四百五十八人ノ現員ヲ本山ヨリ支給スル扶持禾役金ヲ以テ養ヒタルモノニ有之ク候然ルニ明治維新ニ際シ官命ヲ以テ輪住制ヲ廃止セラレ獨住制ヲ行フノ今日ト為 ハ本山維持ノ道モ亦大ニ昔日ニ若カサルカ上ニ末派ノ道俗 對シ牽制的 登山参拜セシムルノ道モ素ヨリアルヘ 謂レナク土地僻陬交通不便ナル當本山ハ如何ニ教化ヲ發展シテ信仰歸依ヲ厚カラシムルモ時勢 変遷ハ自ラ生存競争ノ劇甚タ促カシテ各人皆時間ト金銭トヲ悋ムノ結果日本全國ノ上ヨ 概観シテ此較上土地ハ僻陬ニ夫シ ヲ極ムル地ニ少クトモ濟ムヘキ金銭 殊更ニ多ク費シテ態々登山参拜スル者ハ無之否 決シテ絶無 ハ限ラサレトモ何等カノ特殊ナル事情 存ルニアラサレ 先ツ通常ノ僧侶及檀信徒 於テハ登山参拜セサルコト勿論 シテ其参拜者ノ如 極メ 少数ニ過キサレハ之ヲ以テ今後ニ於ケ 本山ノ化緣ヲ擴張スルコトハ到底不可能ノ次第ニ有之候
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性格上共ニ不都合ナリトセハ道 性格トヲ知ルコト 單 能州殊ニ門前附近人士 特質ニモアラサレハ全國一般檀信徒モ共ニ反對スヘキ筥ナルニ其之レ キハ少数反對者カ反對理由 薄弱ナル的證ニ有之候尤 門前附近 於ケル檀信徒ノ外能州又ハ石川縣ト云ヘ 地方名稱ノ下 㡬分カ反對 氣勢ヲ示ス者ナキニアラサ モ是等ハ或ル人情上夤緣上ノ關係ヨリ前述小部分者ノ誘惑若クハ依頼ヲ受ケテ他動的ニ進止スル シテ自ラ深ク別 反對ノ必要ヲ感セサル者ト存候猶此外全國中ニ於テモ一二地方 極メテ小部分ニ移轉發表ノ當時些カ ノ聲ヲ放ツ者ナキ アラサリシモ是等ハ皆門前附近人士ト 或ル別種ノ誤解若クハ感想上ヨリ為メ ス 所アリテ反對 ルモノニシテ素ヨリ算
― 158 ―










































































然ルニ之ニ反シテ他ノ真宗ノ當 下ニ於ケル優勢ハ實ニ抜郡ノモノニシテ縣下各宗派總寺数千二百四十七箇寺ノ内本宗ノ如キハ其十分ノ一ニモ足ラサル 他ノ眞宗ニ於テ 八百八十四箇寺 大多 ヲ有シ其内殊ニ大谷派ノ如キハ加州ニ三百七十箇寺能州ニ四百三十一箇寺合計八百零一箇寺ニシテ其相續講ニ属スル講員ノミニテモ十五萬三千八百零八人ノ多数ヲ有スル程ナレハ其檀 多キコトモ推シテ知ルヘク依テ當縣下 於 他ノ眞 大谷派ニ對シテハ本宗ノ寺数稍ク八分ノ一ヲ超ヘ大谷派ノ寺 ハ各宗及ヒ本願寺派ニ對シテ
㡬
ント其二倍ヲ有シ全國中同派ニ属スル



























































































斯クノ如ク一般現住戸数ト本宗檀戸数トハ莫大ナル縣隔ニシテ其最モ本宗檀戸数ノ多キ鳳至珠洲ノ二郡ト雖モ一般現住戸数百戸ニ對シテ五戸若クハ六戸强ニ過キス其他ハ一戸二戸三戸及ヒ一戸ニモ満タサル郡ノ多キコトナレハ徒ラニ其聲ヲ大ニシ其勢ヲ虚ニシテ縣下一般ノ反對ナトヽ聲言スルモ其比較的多数ヲ有スル金澤市及ヒ鳳至珠洲ノ二郡スラ前掲ノ如ク微々トシテ算フルニ足ラサル程 少 レハ自ラ其主張ヲ貫徹シテ全國本宗々徒一般ノ形勢ヲ左右スルノ理由ト實力トヲ有スヘキモノニアラス况ンヤ其他ノ各郡及河北郡ノ如キ本宗無緣ノ地ノ者等カ苟クモ當本山ノ移轉ニ反對ナト云フコ ノアル 謂レハ萬々無之筈ニ候然ルニ或ル一種ノ誤解若クハ為メニスル所アルノ輩カ轉ヲ以テ地方問題ナト云ヘ 名稱ノ下 其反對妨害ヲ試ミントス カ如キハ眞ニ謂レナキコトニシテ凡ソ地方ニ於ケ
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既ニ前述ノ如ク一部少数者ハ當本山ノ移轉ヲ以テ太祖開闢 地ヲ離 ヽハ 靈聖 害シ宗徒ノ信仰ヲ殺クモ ナリ
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ノ當時ニ於テハ金澤ノ西南約一里半ナル野々市ニ在リタルヲ明徳四年兵火ノ為ニ焼 レテ久 ク復興 ミチナカリシヲ寛永年間 及ヒテ一且金澤市中ニ轉シ更ニ下テ元禄年中 至リテ今ノ野田山 移リタル ノ 寺院 境地ハ必スシモ最初ノ境地 限ルヘキ ノニハ無之候次ニ又或ル一部少数ノ輩ニ於テハ今當本 カ忽地ニ他ニ移轉ス コトハ前述ト同一ノ理由ヲ以テ之 不可トスルモ交通ノ不辨ハ亦忍フヘカラサルノ事情アルヲ諒トセルカ故ニ其 ハ據ナキモノトシテ之ヲ無緣 地ニ移スコトハ聖ヲ保ツト太祖ノ本意ヲ奉スルト 二點ニ因リ 切メテハ太祖有緣 地ニ移轉センコト 望ム云々ト如何ニモ移轉擧ニ同情ヲ寄スルモ ヽ如ク敢テ無謀ニ反對スルモノ アラサルカ如ク粉飾スル者有之候得共是等 輩ハ前述ノ如キ
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キハ必然東京ニ至ルヲ便利トス且飛驒ノ如キ上越後ノ如キ一懸下ノ形勢ヨリ論スルモ本宗ニ於ケル寺數檀戸数ノ上ヨリ論スルモ素ヨリ小部分ニシテ之ヲ以テ大部分ヲ動カスヘキニアラス又飛驒ト虽ト 上越後ト虽トモ旅費時間其他各種ノ便否上ヨリ打算スルトキハ能州ニ至ルヨリモ却テ東京ニ至ルヲ以テ多クノ便益ヲ有スルモノ ス次ニ西部ノコトヲ云ハンニ是レトテモ冨山一縣ハ別トシテ福井縣ト虽モ越前ノ敦賀郡及ヒ若狭一國ハ最早ヤ東京ニ至ルヲ以テ便益 スレ 其他西部ニ表示セル近畿以西 方面ハ東京ニ至ルヲ以テ便益トスルハ勿論ナレトモ今假リニ数歩 讓リテ是等 方面ヲ都テ能州ノ地 至ルコトヲ忍ヒ易キ ノトシテ且ク其比較ヲ示シタ ノ ス
　











何事モ因縁會遇トハ申シナカラ一山諸堂殿ノ全部焼失セシコトヽ云ヒ土地僻陬交通不便ノコトヽ云ヒ去ル明治三十一年ノ火災以來宗門一般ノ希望ハ期セスシテ移轉再建ノ一途ニ趨向シ今日ノ時勢トシテ若 斯カル僻陬不便ノ地ニ比較上鉅多 費用ヲ投シテ本山ヲ再建スルモ自ラ一代ニ一度 登山参拜スラ為ス能ハサル程ナレハ之ニ向テ多大ノ寄附ヲ為スコトハ無益ナリト云フカ如キ意志ヲ以テ從來ノ境地ニ再建スルコトヲ好マサル者甚タ多ク信仰上道理上ヨリ之ヲ論スレハ價ナキコトニ候得共實際 人情トシテハ尤モ 事柄ト存候故 此意志ニ依リ熱心ニ移轉再建ヲ希望スルコトハ争フヘカラサル事實ニシテ此勢力ノ根底ト範囲ト 之ヲ一宗全體 趨向ト称 ルモ不可ナキコトニ有之候依テ凡ソ一事ヲ為スニ當リテ 先ツ初ノヨリ多少 反対ナキヲ得サル 豫メ期スヘキコ ハ當然 候得共今假リ 當縣下 於テ少数ノ反対者アルカ為メ此移轉 事業ヲ阻害セラレ以 𦾔來ノ境地 本山ヲ再建スルカ如キコトアリトスルモ一宗全體ノ気運 之カ為メニ沮喪スルモノニアラス忽チ再建費募集 上ニ及ホシテ從前ノ結構輪奐 復ス コト能ハサルハ勿論一堂 宇ノ再建ト虽モ容易ニ之ヲ為シ遂ケ得ヘキニアラサル 明瞭 次第ニ有之候尤モ從前ノ當本山ナラハ相應ノ寺領ト輪番制度ノ餘澤アリ且𦾔加州藩祖入國以來ハ特別 保護ヲ加ヘ レ彼 元亀二年ノ兵燹以後ニ係ル諸堂再建ノ如キ材木大工諸方 寄附アリタル上特ニ奉行ヲ定メテ工事ヲ督セシメラレ慶長元和寛
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前節述フル所ノ如ク當本山ノ移轉ハ期セスシテ宗門一般ノ意嚮ト為リタルコトニ候得者土地僻陬交通不便ヲ理由トシテ移轉スル本山ハ最モ交通便冝 地ヲ擇フヘキハ必然ナレハ先ツ其候補地ヲ關東殊 成ルヘク東京附近ノ地ニ採ルコトヲ是トシ其境地ニ充用スヘキ土地ノ寄附讓與若ク 賣渡ヲ申込ミタル者數多有之候得共中ニ就 本年二月神奈川縣下橘樹郡生見尾村本宗末派成願寺住職加藤海應外十名ヨリ別紙参考書第壹號ノ通土地献納願ノ名ノ下ニ該寺所有ニ係ル田畑宅地山林合段別五町六段六畝拾六歩此坪数臺萬六千九百九十六坪 地所ヲ無償ニテ讓與センコトヲ申出テタハ其位置京濱ノ中間ニ位シ汽車電車ノ便最モ 敷殊 其地形ハ一帶ノ阜丘ニ属シ左右ニ二見臺冨士見臺ノ形勝ヲ控ヘ中央 箱竈状ヲ為セル坎凹ノ地ニシテ中ニ三層ノ用水池 湛ヘ最下 於ケル池端ノ一角僅カ 東南ニ展開シテ囊口状ヲ呈スル所是レ即チ左右二臺ノ會合點 シテ茲ニ天然ノ門境ヲ為ス且前面一帶 低地ハ𦾔東海道鶴見ノ小驛ニ 彎亏状 為セ 鶴見川之ヲ抱流シ海ニ朝ス 白砂蒼松宛 畫圖 如ク更ニ眼ヲ放テハ東 方東京灣ヲ隔 ヽ房總 諸山一抹煙靄ノ如ク西ノ方冨峰巍然トシテ千秋ノ雪ヲ削ルコト冨士見臺ノ名ニ辜カス故ニ若シ東京ヨリ数十里ヲ隅テタル山間海濱ノ地ニ至テハ兎モ角京濱ノ中間便利比ナキカ上 土地 形勝ナルコトモ亦斯ク 如ク且其讓與ヲ申出テタル土地ノ面積ニテモ當本山ノ𦾔境内官有地民有地ヲ合 タ 坪数八千百四十九坪之 本年境内編入 御許可ヲ得タル首山鶴山三尺坊及ヒ首山畑地合坪数九千七百 十九坪 シ 合計壹萬七千八百七 八坪ノ地ト稍同 ノ廣袤 有
曹洞宗大本山總持寺所蔵「理由書」と御移転の背景
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（靈光堂ト云フ）ノ如キ本山トシテ重要ナル建造物及ヒ總門内勅門ニ至ル通路ノ大部分其他元後見芳春院及ヒ山内寺院敷地ノ如キ皆𦾔寺領 頃ヨリ鬼屋清水走出諸字人民ノ所有セル土地ヲ本山永受地トシテ借地料ヲ支拂ヒ之ヲ使用シ来レル程ノ始末ニ候得者明治三十一年諸殿堂焼失以後未タ移轉ノ議ノ起ラサル時ニ於テ従来ノ境内ニ再建設計ヲ立ツルニ當リ永受地ニ係ル土地全部合段別参町四段四畝八歩ノ地ヲ買収シテ境内 編入セサレハ將来永遠本山ノ境地トシテ其安全ヲ保ツ能ハサルコトヲ認メ夫々設計ヲ試ミタル次第ニ有之候斯クテスラ境内敷地ノ用ヲ為スモノハ壹萬八千四百七拾七坪ニ過キスシテ今囬移轉先境地トシテ豫定セル土地合計四萬八千七百八十九坪ニ比スレハ遙カニ其二分ノ一ニモ足ラサル狭隘 候得者當初ノ設計ニ於テモ首山ト称スル殿堂後方ノ山林ノ内平地 数約千五百貮拾七坪ヲ切崩シテ此處ニ本堂（大祖堂）ヲ建設スル 計畫ヲ相立テタルコトモ有之候得共従来此首山ノ タル土俗加ベト称スル頗ル 壊 易キ土質ヨ 成ルモノニシテ其土地設計モ大ニ困難ナ コトニ有之候然ルニ又或ハ𦾔来スラ此地ニ在テ差支ナキモノヲ今囬何故ニ斯ク廣 境内ヲ有スルヤトノ疑惑モ可有之候得共従来 境地ハ實 本山ノ境 トシテ相當ノ風致面積ヲ具備シタルモノ 無之為メニ諸堂餘リニ密接ニ過キ 火防等ノ用心モ宜シカラス依テ自今ハ各殿堂間ニモ相當ノ距離 保ケ成ルヘク完 ノ設計ヲ相立申度考ニ有之候次 水木ノ事ニ就テハ古昔ハ當本山ノ 髙雄神明三尺坊諸山 地ニマテ及ヒ 樹林繁茂シ水源モ誠 裕カニ有之候處方今ハ之ニ反シ水木共 不自由ナ ヲ以テ一
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朝本山ニ於テ重大慶弔ノ事アルニ際シ末派道俗ノ参拜夥敷コトアルニ當リ若シ炎天旱日ニ遇フカ如キハ浴室用ノ雜水ニモ缼乏ヲ告クルコトヲ免レス依テ太祖本山開闢ノ靈地トシテ之ヲ嚴正 保存スルニハ事ヲ缼ク程ニモ無之候得共今後充分ニ化門ノ發展ヲ期スヘキ本山ノ境地トシテハ境地水木共ニ缼乏ニシテ此件ニ関スル詳細ノ事情ハ逃亡筆紙ニ盡シ難キ次第 有之候
以上合種ノ點ニ就テ當本山ヲ移轉スルノ止ムナキ理由及ヒ之ニ反對スル者ノ理由ナキ次第ヲ稍ヤ陳述シ盡セルモノト存候然ルニ反對者ノ言為ニ関シテハ單ニ移轉ノ理由ヲ述フルトシテハ或ハ辨解ニ過クルカ如ク或ハ世ニ聞ユル反對ヲ以テ一廉ノ勢力ノ如ク見做セル様ニモ相聞ヘ一宗本山ノ態度 聊カ耻入タル點モ可有之候得共抑モ此移轉ノ事世ニ傅ハリテヨリ以来今日マテ當本山ハ未タ本件ノ願書ヲスラ提出スルノ運ニ至ラス為メニ自ラ立テ移轉ノ必要ト理由トヲ世ニ辯明セサルニ先立チ之ニ反シテ世ニ傅フル所ノモノハ概ネ反對ノ聲ニシテ事實上頗ル微弱ナルヘキ反對ノ氣勢ハ却テ非常ニ強大ナルモノヽ如ク世間ニ相聞ヘ當總持寺ハ何故ニ之ニ向テ相當ノ辯駁ヲ為サヽルヤ末派及ヒ世間ニ對シテモ餘リ 不親切ニアラ ヤトノ疑惑ヲスラ受ク 程ノ塲合 モ立到居候得者今後ハ最早ヤ時ニ臨ミ機ニ應シ 相當 措置ニ出ツヘクトハ存居候得共今茲ニ 提出スルニ際シテハ自移轉ノ理由ノ存スル所ヲ具陳シテ願書御詮議上ノ御参考 供シ且ツ
㡬
分ニテモ反對ノ言動ヲ為ス者ニ對シ何分ノ






















































































































































































































































































右總持寺儀是迠前書ノ地ニ有之候處今般御管下橘樹郡生見尾村字鶴見ニ移轉致度其理由ハ従來ノ所在地ハ土地僻陬ニ失シ交通不便ニシテ一宗大本山ノ所在地トシテハ全國末派僧侶及壇徒信徒等ノ登山參拜ニ頗ル不便ヲ相感候得共維新以前ニ在テハ山法上時勢上及寺門維持上ニ於テモ別段不都合ノ點モ無之候得共明治維新ニ際シ當寺特殊ノ山法タル輪番住持ノ儀モ廃止セラレ寺門維持ノ通モ大ニ従前ト相異リ候ニ就テハ本末ノ都合上成ルヘク他ノ便宜 地ニ移轉スルノ希望ヲ有スル説モ間々相起リ候得共従來ノ伽藍全備致居候上ハ故ラニ移轉ヲ企ツルカ如キハ經費上ニ於テモ其他 事實上ニ於テモ共ニ不容易ノ儀ニ候得者移轉希望ノ説ノ如キ 別ニ何等ノ勢力モ無之遂ニ其儘ニ經過致居候處去ル明治三十 年四月十三日不慮ノ失火ニ罹リ一山諸殿堂不殘燒失 候ニ付テハ殿堂ノ焼失ハ素ヨリ一宗本末ノ不幸タル ハ相違無之候得共移轉 企望ヲ達スルニ於テハ實 得難キ好機會ニ候得者當寺ニ於テハ焼失後猶
𦾔
來ノ地ニ再建スルノ計畫ヲ以テ夫々準備致來候得共全國末派僧侶及壇徒信



































































右総持寺儀是迄前書ノ地ニ有之候処今般神奈川県橘樹郡生見村字鶴見ニ移転致度其理由ハ従来ノ所在地ハ土地僻陬ニ失シ交通不便ニシテ一宗大本山ノ所在地トシテハ全国末派僧侶及檀信徒等ノ登山参拝ニ頗ル不便ヲ相感候得共維新以前ニ在テハ山法上時勢上及寺門維持上ニ於テモ別段不都合ノ点モ無之候得共明治維新 際シ当寺特殊ノ山法タル輪番住 ノ モ廃止セラレ寺門維持ノ道モ大ニ従前ト相異リ候ニ就テハ本末ノ都合上成ルヘク他 便宜ノ地ニ移転スルノ希望ヲ有スル説モ間々相起リ 得共従来ノ伽藍 備致居 上故ラニ移転ヲ企ツルカ如キハ経費上ニ於テモ其他ノ事実上ニ於テモ共ニ不容易ノ儀ニ 者移転希望ノ説ノ如キハ別ニ何等ノ勢力モ無之遂 其儘ニ経過致居候処去 明治三十一年四月十三日不慮 失火ニ罹リ一山諸殿堂不残焼失致候 付テハ殿堂ノ焼失ハ素ヨリ一宗本末ノ不幸 ニハ相違無之候得共移転ノ企望ヲ達スルニ於テハ実ニ得難キ好機会ニ候得者当寺ニ於テハ焼失後猶旧来 再建 計画 以テ夫々準備致来候得共全国末派僧侶及壇徒信徒等ノ多数 是非共東京附近ノ地ニ移転スル 希望ヲ高メ来候ニ付当寺ニ於テ 茲ニ断然移転ヲ決行スルノ意志ヲ以テ去ル七月先ツ同列大本山永平寺ノ同意ヲ得且全国末派 意嚮ヲ確カムルノ必要アル 依リ両本山ノ合意ヲ以テ同月下旬本宗議会議員ノ任ニ在ル者ヲ召集シテ諮詢セシニ全会ノ大多数ヲ以テ東京附近ノ地ニ移転スルコ ニ可決シ猶之ト前後シテ全国当寺直末寺 意見ヲモ徴集セシ 是又同様 ト 同意致候就テハ該
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四、師資伝法は宗門の第一義なり。匪人を許可して、猥り 附法することなかれ。法門の窪隆このことの挙措にあり。五、予の門弟子は名刹を離れ、頭陀を行じ、専ら戒律を持して三宝を敬重し、仏制に違わず参禅学時道すべし六、諂曲の心をもって、人家の男女を魔魅すべからず。かつ世出世に諍論を構うべ らず。七、諸局職員もし当務を欠かば、道旧等その出頭を禁遏すべし。雛僧駆烏に在っては まさ 三日三夜を限り、僧堂を出でずして
坐禅せしむべし。






















































































































































































































































































































































ラレ評定案ハ總テ滿塲一致ヲ以テ原案ノ通評定セラレ爾來其ノ再建ノ事ニ從ヒタルモ日露戰役其ノ他種々ノ支障アリシ爲メ實際上再建祠堂金勸募及起工ノ手續ヲ進捗スル能ハス止ムナク今日ニ至リタリ然ルニ一方ニ於テハ有志ノ士アリテ從前ノ本山所在地ハ餘リニ土地僻陬ニシテ交通參拜ニ不便且今後ノ時勢 照察スルモ本山永遠ノ計圖トシテハ此ノ際斷然東京附近ノ地ニ移轉シテ化門ノ紹隆ヲ期セサルヘカラストノ旨趣ヲ以テ移轉再建 必要ナルコトヲ建議スルアリ又ハ其ノ移轉用地ヲ寄附センコトヲ申出ツル向モ尠ナカラス是レ爲宗爲山ノ赤誠ニ出テタルモノニシテ眞 欣喜 ヘキノ件タ 然レトモ今本山開闢以來深厚 因緣事歴ヲ有スル地ヲ離レテ卒然他ニ移轉センコトハ實ニ容易ノ業ニアラス依テ躊躇逡巡以テ今日ニ及ヒタリシカ當本山貫首猊下ニハ時運 必要上到底移轉再建ノ避クヘカ サルコトヲ確認セラレ先ツ親ク越本貫首猊下ノ御同意ヲ得ラレタル上去月
( 七月
) ニ十六日ヨリニ十九日マ
テ四日間本宗議會議員ノ任ニ在ル者ヲ東京 參集セシメ兩本山協定ノ旨趣ヲ 當本山ヲ東京附近ノ地ニ移轉スルノ件ヲ諮詢セラレタリ然ルニ此ノ本山移轉ノコトハ宗門有史以來ノ大事件ナルヲ以テ質問討議頗 慎重反復ヲ要シ遂 出席議員五十五名ノ中十名ニ對スル 十五名ノ大多數 以テ原案即チ本山ヲ東京附近ノ地ニ移轉スルコトニ決定セリ尤モ十名ノ少數者ト雖モ敢 絶對的ニ非移轉ヲ主張スルニアラス 從來 所在地カ最モ 不便 シテ今後 於ケル時勢ノ進度ニ順應シ難キコ ハ飽クマテ了知セルヲ以テ若シ移轉スルトセハ加能二州ノ中
　
太祖國師有緣ノ地ニ移轉スヘシトノ條件移轉ヲ主張セリ然レトモ多數者ハ素ヨリ東京附近

































































來ノ土地ニ再建スルコトハ其ノ寄附ヲ募ルニ於テモ頗ル成功ニ難キモノアリ依テ末派道俗中ニ在テモ有志ノ者ハ比較上鉅多ノ費額ヲ投シテ再建センニハ東京附近若クハ今少シナリトモ交通參拜ニ便利ナル地ニ移轉センコトヲ望ム者多シ茲ニ於テ同本山貫首猊下ニハ移轉 ノ企望ヲ以テ本月十日先ツ別紙甲號ノ如キ親書ヲ裁シテ越本山貫首猊下ノ同意ヲ求メラレ越本山貫首猊下ハ翌十一日ヲ以 別紙乙號ノ如キ親書ヲ裁シテ同本山ニ於テ他日若シ輦轂附近 地ニ別院建設又ハ轉地ノ希望アルカ如キ塲合ニハ能本山ニ於テ豫メ之ニ同意シ置カレンコトヲ企望スルノ趣意ヲ以テ茲ニ同意ヲ表セラル尋テ同日能本山貫首猊下ノ親書ヲ以テ別紙丙號ノ如キ囬答アリ且兩本山貫首猊下ノ合一ナ 慈慮ニ依リ親ク交渉熟議ノ上茲 此ノ諮詢會ヲ開設セラルヽニ至リタリ是レ本案ヲ提出スル所以ナリト( 別紙甲號
)
去ル明治三十一年四月當本山燒失 來諸堂再建經營ノ儀ニ付不一方御賛同ヲ蒙リ居候處爾來 避事情相重リ事業相運兼居候得共愈今般寄附金勸募ノ歩ヲ進メ再建工事ニ着手致度拮据罷在候就テハ茲ニ出格 御尊慮ヲ得タル上猶一層ノ御賛同ヲ蒙リ度ハ從來當本山ノ所在地ハ御了知ノ如ク餘リニ土地僻陬ニ失 殊ニ半島崎嶇ノ地勢ニ候得者折角
　
貴本山ノ深厚ナル御賛同ヲ蒙リ
且末派寺院檀信ノ多大ナル寄附 得テ諸堂再建致候共交通不便等ノ爲メ末派道俗ノ登山モ自ラ容易ナラサルニ於テハ今後ノ時勢上ニ照察スルモ甚タ遺憾ノ次第ト存候依テ燒失 來末派道俗中ニ於テモ東都附近左ナクトモ今少シク交通参拜ニ便利ナ ヘキ地ニ移轉再建センコトヲ企望シ且此件ニ就テハ㡬許ノ便宜ヲ圖 ヘキコトヲモ申出タ 向不尠候得共土地移轉ノコトハ事實上素ヨリ不容易ノ儀ニ候得者彼是熟考中荏苒今日ニ立至候然ルニ素ヨリ未定 儀ニハ候得共茲 東京附近五七里ノ間ニ於テ移轉敷地ニ稍相當スヘキ地所ノ心當 モ有之候ニ付此際當本山永遠ノ便宜ノ爲メ先ツ
　
貴本山ノ特殊ナル御賛同ヲ得テ然ル後實




















































































































































































































































































































































宗大本山總持寺移轉願」と共に提出されたと推測出来る。提出機関は、石川県庁と神奈川県庁であり、提出先は石川県知事村上義雄、神奈川県知事周布公平であり、提出時期は明治三十九年十二月五日 分かった。その理由は、従来の資料だけではなく 「諸願書概要目次」に記載 れ る「曹洞宗大本山總持寺移轉願」の提出機関、提出先、付属史料や、「曹洞宗大本山總持寺移轉願」の宛先や年月日等から導き出された。　
最後に、「理由書」の掲載をご許可していただいた大本山總持寺監院乙川瑛元老師に深謝するとともに、原稿執筆
にあたり曹洞宗大本山總持寺、山口正章老師、資料調査に関し 紹介をして頂いた仏教文化研究所客員研究員尾崎正善氏 は格別のご配慮をいただいた。深く感謝申し上げる次第である。
